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令和４年度第１０回神石高原町農業委員会総会議事録 
 

開 会 事務局長 
ただいまから令和４年度第１０回神石高原町農業委員会総会を開会致し

ます。まず始めに会長より挨拶を頂きます。 

会長挨拶  （会長挨拶） 

 事務局長 

ありがとうございました。続きまして欠席者の報告ですが本日の欠席者

は９番藤原茂委員以上の１名です。従いまして、農業委員会等に関する

法律第２７条第３項の規定により在任委員数１４名中出席者は 1３名で

ありますので過半数を超えております。総会が成立することをご報告申

しあげます。尚、議事の進行につきましては会議規則第３条の規定によ

り会長にお願いします。 

議事録署名 

委員指名 
議 長 

それでは議事に入りますまでに、本日の議事録署名委員の指名をさせて

頂きます。1番川上委員、２番渡邉両委員にお願いします。 

第１号議案 

第２号議案 
議 長 

それでは議事に入ります。議案第１号「農用地利用集積計画について」

と関連がありますので、議案第２号「農用地利用配分計画原案の内容確

認及び意見聴取について」を議題とします。説明をお願いします。 

  （事務局説明） 

  （担当者説明） 

 議 長 

報告が終わりました。ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

初めての委員さんもいらっしゃいますので一番右に権利の種類で賃貸借

権設定と使用貸借権設定の２つの表現をしております。賃貸借権設定は

借り入れの代金を支払うものです。使用貸借権というのは無償で借り入

れをしますという意味合いのものです。 

 議 長 

はい、それでは質問がないようですので採決にうつらせて頂きます。 

議事参与のある案件から採決をします。 

まず、２－24、25、26号を採決しますので伊勢村正治委員は退席を

してください。 

（伊勢村委員退席） 

異議なき旨回答することに賛成の方は挙手願います。 

（全員賛成） 

伊勢村委員は入室願います。 

続いて、４－４１、４２、４３号を採決しますので西本修二委員は退席

をしてください。 

（西本委員退席） 

異議なき旨回答することに賛成の方は挙手願います。 

（全員賛成） 

西本委員は入室願います。 

続いて、７－２号が藤原茂農業委員さんの案件ですが本日は欠席されて

おります。 

続いて、８－１、２号を採決しますので渡邉英治委員は退席をしてくだ
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さい。 

（渡邉委員退席） 

異議なき旨回答することに賛成の方は挙手願います。 

（全員賛成） 

渡邉委員は入室願います。 

そのほかの案件を一括で採決します。 

異議なき旨回答することに賛成の委員は挙手願います。 

（全員賛成） 

挙手全員でございますので意義なき旨回答することとします。 

 議 長 

利用権設定につきましては許可権者が町長になっております。町長が許

可をする場合は農業委員会の意見を聴取することが要件にふくまれてい

ますので、農業委員会のほうへ意見をもとめられるということで採決に

あたりましては異議なき旨回答することということで採決をとらせてい

ただいているものですのでご理解をいただきたいと思います。 

第３号議案 議 長 
続きまして議案第３号「農地法第３条の規定による許可申請について」

を議題とします。説明をお願いします。 

  （事務局説明） 

 議 長 
ありがとうございました。担当推進委員による現地調査をお願いしてお

ります。３－２３の案件につきまして、三原推進委員お願いします。 

 ５番 

下豊松、有木地区担当の三原秀樹と申します。受付番号３－２３につい

て報告します。場所は豊松支所から東に４km位のところにあります。

１２月２２日に小坂農業委員さんと譲渡人の弟さんで堀井勝道さん同行

のもと調査いたしました。申請者である譲渡人は８１才と高齢で福山在

住のため維持管理が困難であることから今回譲渡したいということで

す。譲り受け人につきましては譲渡人から申し出があり隣接に農地があ

り譲り受けることとされたものです。ひとつの畑となっております。こ

の物件は以前等価交換されており登記されていなかったものでありま

す。この機会に処理するつもりです。申請内容について問題ないものと

思います。審議の程よろしくお願い致します。 

 議 長 
ありがとうございました。３－２４の案件につきまして、髙延推進委員

お願いします。 

 ６番 

推進委員６番、油木地区担当の髙延道章です。受付番号３－２４につい

て報告します。場所は油木支所から北に１km位の場所にあります。１

２月２５日に川上勇人委員と惣道久敬さんの父の惣道光郎さん同行のも

と調査しました。申請農地の譲渡人は町外に住んでおられ耕作する意思

がないため譲受人が農業経営の規模拡大を図るものです。このほかの農

地についても耕作されており、所有権移転をされても何ら問題はないも

のと思われます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

 議 長 
ありがとうございました。３－２５、３－２６の案件につきまして、大

迫推進委員お願いします。 
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 13番 

相渡、永野地区担当の大迫哲也です。受付番号３－２５、２－２６につ

いて一括報告します。場所は神石支所から北に７km位の場所にありま

す。１２月２４日に伊勢村委員と石田さんと横山さん同行のもと調査し

ました。申請者の両者の間で農地交換を行い利便性を図るために行うも

のです。石田さんの譲り受ける農地は自宅の目の前にあります。また横

山さんの譲り受ける農地も自宅の前にあります。利便性が図れるものと

思われます。申請内容については問題ないものと思われます。以上ご審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 議 長 報告が終わりました。ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

 ７番 

３－２３について補足ですが、航空写真を見ていただくとお分かりにな

ると思いますが１つの畑でございます。矢川武さんに聞きましたところ

先代の時に矢川家と山口家で等価交換をされたそうです。矢川家の土地

について登記がなされていないということでありまして、山口富三さん

の空き家バンクの関係で登記手続きを一緒にしたいという思いで申請を

されております。耕作につきましては先ほどもありましたように、まだ

耕作されておりません。３年以内には続けて耕作されるという希望を持

っておられます。 

 議 長 

他にございませんか。無いようですので採決に移らせて頂きます。 

議案第３号「農地法第３条の規定による許可申請について」申請通り許

可することに賛成の農業委員の方の挙手をお願いします。 

（全員賛成） 

挙手全員でございますので申請通り許可することとします。 

第４号議案 議 長 
続きまして議案第４号「農地法第４条の規定による許可申請について」

を議題とします。説明をお願いします。 

  （事務局説明） 

 議 長 
ありがとうございました。担当推進委員による現地調査をお願いしてお

ります。４－１１の案件につきまして、新江推進委員お願いします。 

 ８番 

高蓋、木津和地区担当の新江です。受付番号４－１１について報告しま

す。場所は木津和振興会館から南東の方向に 1.5kmの場所にありま

す。１２月２５日に佐伯農業委員と私で現地調査しました。自宅前の圃

場には水がなく大変苦労されておりました。田水のため３月中頃から水

をためられておられました。水の確保が大変難しいので１枚だけを池に

されたということです。審議のほどよろしくお願いいたします。 

 議 長 
ありがとうございました。４－１２の案件につきまして、平元推進委員

お願いします。 

 １０番 

上、父木野地区担当の平元清登です。受付番号４－１２について報告し

ます。場所は神石高原町役場から西の方向に 4.5kmの場所にありま

す。申請書は農地法第４条１項の規定による農地の転用です。１２月２

２日に農業委員の西本修二さんと申請者の西尾明子さんと西尾定利さん

同行のもと現地調査を行いました。申請のあった農地にはすでに蔵とし
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て建っており現在使用しております。無断転用で事後申請です。今後こ

のようなことがないよう適正に申請すると誓約書も出されております。

周辺の農地に影響を及ぼすことはないと思われます。必要書類もすべて

そろっており問題はないものと思われます。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

 議 長 
ありがとうございました。４－１３の案件につきまして、松井推進委員

お願いします。 

 ４番 

安田、仙養地区担当の松井二葉です。受付番号４－１３について報告し

ます。場所は仙養ヶ原ティアガルデンから西へ約２kmの場所にありま

す。１２月２４日に平元正彦農業委員と申請者の大橋崇信さん同行のも

とに調査しました。申請のあった農地は農業公共投資の対象となってい

ない生産力の低い小集団の農地で、その他２種農地となっております。

今回申請にあたり、墓地の設置に必要部分の申請となっており、区域と

しては問題ないものと思われます。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 議 長 報告が終わりました。ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

 議 長 

先ほど追認という形を申し上げましたが、無断転用の案件が莫大ござい

ます。パトロール等の関係でそれが発見できたものについては、担当委

員さんから農業委員会のほうへ地目変更等の申請を出すようにお願いを

しておりますが、この４－１２の案件についてもそういうことだと思い

ます。無許可で設置されたものについては基本的に始末書を添付して頂

いております。この問題は国でも色々議論がされておりますが、なかな

かすべてのものが許可を取ってから設置をするというのができていない

というのが全国的な課題になっております。自分の土地に何を建てても

勝手だろということをよく言われますが、農地についてはそういう訳に

はならないと法律で規定されておりますので、こうした案件が出てくる

と思います。また墓地については墓地埋葬法という許可証が必要になっ

てきます。これは現在は権限委譲で神石高原町も権限を受けております

ので、町長の許可でできるようになっておりますが、農業委員会のほう

ではそちらの許可がないとオッケーできませんので、両者が持ち合いと

いう形になっておりますが、無許可の墓地も結構ございます。ご理解を

いただきたいと思います。 

 ８番 

４－１１について質問なんですが航空写真と現況が違っているように見

えます。現況写真で池らしきものがあるのは水をためているのは分かる

んですが、手前に排水口らしきものがあると思うんですが、これは田ん

ぼとしての排水ではなくため池としての排水と見受けられます。もう１

つお墓への進入路が作ってあるんですけども、これも始末書等の報告が

必要な案件ではないかと考えるんですが、いかがでしょうか？ 

 事務局長 
永谷地区から神石に行く途中の道で非常に往来が多い道でありまして、

実際に私が把握している限りでは、田んぼの畦畔の筆境の位置が違うの
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かなと思います。道路面の道路のりという感じもしないことはないんで

すが、転用の部分としましてはそこの部分を確認して必要であれば今回

許可を出す段階で始末書等を申請していただくようなことで考えていき

たいと思います。 

 議 長 

補足をします。航空写真の道路の上に１９―３の墓地があります。そこ

へ上がるための道が池の横へついております。現況写真の道は町道とは

別の場所についており、２段になっております。先ほど事務局長が言わ

れたように必要によっては申請を出していただくことになろうかと思い

ます。 

 議 長 

他にございませんか。無いようですので採決に移らせて頂きます。 

議案第４号「農地法第４条の規定による許可申請について」申請通り許

可することに賛成の農業委員の方の挙手をお願いします。 

（全員賛成） 

挙手全員でございますので申請通り許可することとします。 

第５号議案 議 長 
続きまして議案第５号「農地法第５条の規定による許可申請について」

を議題とします。説明をお願いします。 

  （事務局説明） 

 議 長 
ありがとうございました。担当推進委員による現地調査をお願いしてお

ります。５－１７の案件につきまして、江草推進委員お願いします。 

 １２番 

時安、坂瀬川地区担当の江草です。５－１７について説明させていただ

きます。１２月２４日に渡邉農業委員さんと譲り渡し人の三島さん同行

のもと現地調査を行いました。場所は坂瀬川すろとり地区に入ってすろ

とり集会所から東へ 300mほど行ったところです。この農地は傾斜地の

不整形地であります。三島さんが福山の方へ仕事に行かれているという

ことで、耕作もできず手入れをすることが困難で今回太陽光発電にする

という話しでした。周辺の農地への影響はないものと思われます。審議

のほうよろしくお願いいたします。 

 議 長 
ありがとうございました。５－１８の案件につきまして、若林推進委員

お願いします。 

 １１番 

推進委員の若林佐都子です。担当地区は小畠です。受付番号５－１８に

ついて報告します。場所は役場本庁から南西に１kmの場所にありま

す。昨日１２月２６日に若林農業委員と申請者である JHS株式会社の

谷口様同行のもと現地を調査しました。申請のあった農地は農業振興地

域の外の土地で農業公共投資の対象となっていない生産力の低い小集団

の農地で、その他２種農地です。周辺の農地や民家にも影響がないもの

と思われます。経済産業省の再生可能エネルギー発電施設認定済みで、

設計書、資金証明、土地利用計画図、被害防除措置計画書等、許可の要

件を満たしていると考えます。近所の畦の下に肉屋さんもありますが、

知っているよと報告を受けました。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 
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 議 長 報告が終わりました。ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

 ８番 

５－１７の三島さんの件ですが航空写真に書いてある所有者が三島道雄

さんになっていますが、常正さんとのご関係を教えていただきたいで

す。２人の間で利用権設定等がされているのかどうか確認したいです。

お願いします。 

 事務局長 

事務局のほうからご説明をさせていただきます。土地名義人は三島道雄

様でございますがすでにお亡くなりになられておりまして、お子さんの

常正様の申請ということになっております。お母様もご健在ですけど

も、お母様のほうの同意書もいただいておりますので、申請人としては

常正様ということになっております。 

 ７番 

５－１８ですが写真で見ますと隣にお家が見えますが、これは青木原さ

んのお宅ですか？隣接しているこちらのかたの同意を得ておられるんで

しょうか？それと出力が 29.4kwですが設計書ではこの敷地いっぱい使

われるんでしょうか？分からないところを教えてください。 

 事務局長 

事務局のほうからご説明をさせていただきます。青木原さんの関係です

が、こちらの農地は全面使うのではないと JHSのほうからお聞きして

おります。宅地につきましても青木原さんの宅地でありますので譲り渡

し人の土地ということでご承知いただきたいと思います。家の横につき

ましてはソーラーパネルの設置は今のところ考えていないということで

す。 

 議 長 

他にございませんか。無いようですので採決に移らせて頂きます。 

議案第５号「農地法第５条の規定による許可申請について」申請通り許

可することに賛成の農業委員の方の挙手をお願いします。 

（全員賛成） 

挙手全員でございますので申請通り許可することとします。 

第６号議案 議 長 
続きまして議案第６号「農地法施行規則第１７条第２項の規定による指

定地区の登録申請について」を議題とします。説明をお願いします。 

  （事務局説明） 

 議 長 
ありがとうございました。担当推進委員による現地調査をお願いしてお

ります。６－２の案件につきまして、三原推進委員お願いします。 

 ５番 

受付番号６－２について報告します。場所は豊松支所から東へ４kmぐ

らいの場所にあります。１２月２２日に小坂農業委員と申請者の弟の堀

井勝道さん同行のもとに現地調査しました。今回の空き家バンクへの登

録建物は航空写真で説明しますと、写真の１９８８の隣接地北西側に隣

接している建物が空き家バンクに登録してある物件です。申請の農地は

写真綴りを見てもらうと、１９９６－１は草刈等の管理がされておりま

せん。聞くところによると既に購入希望者がおられ、購入後農地として

唐辛子などを作付けして管理したいとのことです。面積要件等問題はな

いものと思われます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 議 長 報告が終わりました。ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 
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 議 長 

無いようですので採決に移らせて頂きます。 

議案第６号「農地法施行規則第１７条第２項の規定による指定地区の登

録申請について」申請通り許可することに賛成の農業委員の方の挙手を

お願いします。 

（全員賛成） 

挙手全員でございますので申請通り許可することとします。 

 １４番 

初めての委員さんもいますので、この農地法施行規則第１７条第２項の

規定による指定地区の登録というのは、現在神石高原町の下限面積は３

反に設定しております。しかし空き家バンク等で付随をする土地につい

て家庭菜園等を行いたいという希望がありまして、空き家バンクに登録

をしその登録をされている物件に付随する土地については下限面積を１a

とするというものを神石高原町農業委員会では作っております。それに

該当する案件として出たものについては登録をしておくという制度を作

っており、まず登録をして空き家バンクを買われたかたが合わせてこの

土地を買っていただくという形にしております。空き家バンクの購入見

込みのない土地については登録を受け付けておりません。一定の売却の

目処がたった時点で登録をしていただくという形で担当部署と協議して

やっているものです。 

第７号議案 議 長 
続きまして議案第７号「非農地証明申請について」を議題とします。説

明をお願いします。 

  （事務局説明） 

 議 長 
ありがとうございました。担当推進委員による現地調査をお願いしてお

ります。１－７の案件につきまして、松井推進委員お願いします。 

 ４番 

安田、仙養地区担当の松井二葉です。受付番号１－７について報告しま

す。場所は仙養ヶ原ティアガルデンから西へ約 4.7kmの場所にありま

す。１２月２４日に平元正彦農業委員と鈴木さん同行のもと調査をいた

しました。鈴木さんは申請者の代理人さんの息子さんで現在当該敷地の

家屋の居住者になります。申請地については現所有者である申請人の亡

き父が造成し住宅の一部としたものです。家屋が３棟あります。真ん中

が母屋でその右側が納屋、左側に蔵があります。納屋は昭和５０年頃に

建築されていたことを固定資産税台帳にて確認しました。蔵につきまし

ては建築年が記載されていませんでしたが、昭和５０年以前に建築され

たものと思われます。母屋につきましては、平成４年に建築されたこと

を固定資産税台帳にて確認しました。以上のことから考察すると農地か

ら宅地に整備されて既に３０～４０年以上経過したものと思われます。

周辺の農地などにも支障がないと思われ、また農地への復元は困難であ

ると思われます。以上で報告を終わります。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

 議 長 
ありがとうございました。１－８、１－９の案件につきまして、若林推

進委員お願いします。 
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 １１番 

小畠地区担当の若林です。１－８について報告します。場所は役場本庁

から北東へ３.4kmの場所にあります。昨日１２月２６日に若林農業委

員と持ち主のお母様の池田様と調査いたしました。申請地については昭

和４１年頃に岩屋寺の前住職が駐車場として整備されすでに５６年ぐら

い経過しています。周辺の農地に支障はないと思われ農地への復元は困

難であると思われます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

もう１件受付番号１－９について報告します。場所は役場本庁から北東

へ３.4kmの場所にあります。調査日時につきましては先ほどと同じで

昨日１２月２６日に行いました。申請地は昭和４１年ごろに岩屋寺の前

住職が参拝者用にトイレを作って既に５６年ぐらい経過しております。

周辺の農地などにも支障がないものと思われ、また農地への復元は困難

であると思われます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 議 長 報告が終わりました。ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

 ７番 

どちらの農地も非農地証明の申請になってますけど、これは第４条の転

用申請ではないんですか？建物が建ってるんですが登記が宅地でないと

建築基準法で許可がおりないんではないかと思ったりします。事務局の

ほうはどうしてこれを非農地証明申請にされたんでしょうか。 

 事務局長 

４条で申請されるパターン、非農地証明で申請するパターンがございま

す。９月改正のガイドラインの中に非農地証明の扱いという欄がござい

まして、そちらの中に次のようなものは非農地証明の対象としないとい

う部分で無断転用がございます。いわゆる人為的なものは小坂委員さん

が言われたように４条申請をしていただくというのが大原則でございま

す。ただし転用事実の行為から概ね２０年以上経過し周りに認知されて

いるものは、その開発行為あるいは建築行為などにつき多方面において

認知を得ている場合については、非農地証明の対象としてもよいという

ふうになっております。結局のところ今回申請された３つの案件は、現

所有者がやったものであれば始末書などを提出していただいて農地法を

守ってくださいねということが言えるんですが、岩屋寺についてはすで

に半世紀たっております。となると、申請人はすでに他界されていらっ

しゃったりするので始末書を求めてもいかがなものかという部分を鑑み

まして今回は非農地申請の扱いにさせてもらいました。小丸さんにつき

ましても同じように非農地申請の案件にさせていただいております。 

 ７番 
ここで非農地証明の承認を得たあと登記の畑が宅地とか駐車場に変更で

きるんですか？ 

 事務局長 

こちらのほうで発行する非農地申請の許可証をもとに地目変更のほうを

登記名義人であるものに対して強く求めていこうと思っておりますし、

すでに岩屋寺さんのほうは現況地目のほうが雑種地になっております。

宗教法人さんですから課税のほうにはなりませんけどそういった扱い

で、池田さんのほうも現況の雑種地の方で課税がされているものと思わ

れまして、税金のほうも問題がないと思っております。 
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 議 長 

基本的に非農地証明の発行をいたしますとそれをもって地目変更登記を

されるわけですが、法務局が地目を決めるのは現況主義ですので現地を

確認してどの地目にするか、駐車場であれば雑種地にするというような

判断は法務局側が決定をしてまいりますので、申請通りの地目になるか

というと決してそうばかりではないということです。 

 議 長 

他にございませんか。無いようですので採決に移らせて頂きます。 

議案第７号「非農地証明申請について」申請通り許可することに賛成の

農業委員の方の挙手をお願いします。 

（全員賛成） 

挙手全員でございますので申請通り許可することとします。 

報告１ 議 長 
続きまして報告１「取下願について」を議題とします。説明をお願いし

ます。 

  （事務局説明） 

報告２ 議 長 
続きまして報告２「農地台帳登録申出について」を議題とします。説明

をお願いします。 

  （事務局説明） 

 議 長 報告が終わりました。ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

 ８番 

報告の内容で所在地の地番と農地台帳に記録されている地番が一致して

いないように思うんですけども、前に承認した利用権設定の中にこの筆

が３筆入っておりまして気になっていたんですが、正式な地番は申出書

の所在地番なのか利用権設定の地番なのかと、5000番台の農地が豊松

にもあるんですがこの地番も一致しているのか教えてください。豊松の

5000番台はとまと団地だと思うんですけども。 

 事務局長 

現況写真のほうを見ていただきますと、5001番地あるいは 5007－3

番地がこの土地の正式な地番です。この土地の地番の中の一部を区切っ

て ABCDにした申請が出ております。Cにつきましてはその中の一部

ということになっております。先ほど言われました議案書の８－３、８

－４の関係のところはコンピューター上のくくりとして Aとか Bといっ

た表現ができないので 500１－（１）、5007－３（１）、5001－

（２）というようにさせていただいております。それと同じく７－５小

田さんの関係の 5000番台も 5013－2の内の（１）というふうに区

切りがされているものと思われますので、そのようにご理解いただきた

いと思います。 

 議 長 他にございませんか。報告事項ですので採決はいたしません。 

 議 長 以上で本日ご提案します議案については終了しました。 

  午後３時５分 
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以上、議事の経過を記載し、その内容は相違ないことを証するた

め署名します。 
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